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（ 東証第一部 コード番号：４３１２） 

お 問 い 合 わ せ 先 広報・IR 室室長 野 口 泰 伸

電 話 番 号 ０３－５２９７－３０６６ 

 

マニュアル作成ツール「epiplex Documentor」 
発売開始のお知らせ 

 

～アプリケーションを操作するだけで画面も操作も自動で記録。 

簡単 3 ステップで、マニュアル作成負荷を大幅に削減します。～ 

 
サイバネットシステム株式会社（東証第一部、本社：東京都、資本金：9 億 9,500 万円、代表取締役社

長：田中 邦明、以下「サイバネット」）は、インド Epiance Software Pvt. Ltd.（本社：バンガロール、

以下エピアンス社）が開発したマニュアル作成ツール「epiplex Documentor（エピプレックス ドキュメ

ンター）」の発売を本日から開始することをお知らせいたします。 
 

Windows95 の登場から 10 年以上が経ち、OS やアプリケーションは使いやすく進化してきました。し

かしその OS やアプリケーションの操作を教えるために利用されるマニュアルの作成手法には、今でも大

きな変化はありません。スクリーンショット（画面）を Microsoft Word や PowerPoint に貼り付け、別途

操作内容を記入してマニュアルや手順書とする方法が一般的です。 
 

PC マニュアル作成時の問題点 

 
 膨大な作成工数 

マニュアル作成は常に工数がかかります。必要なスクリーンショットの取得だけで膨大な時間がかか

る場合もあります。 
 作成者による内容・質のばらつき 

作成者の癖やスキルによって作成されるマニュアルの完成度が異なります。企業で使う場合には、内
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容や質の標準化は欠かせません。 
 バージョンアップの際の編集 

対象アプリケーションがバージョンアップした場合には、全てを最初から作り直さないとならないこ

とも多々あります。 
 Web 掲載には、ＨＴＭＬの知識も必要 

マニュアル作成者に HTML の知識がない場合、イントラネットなどへの掲載に時間がかかります。 
 外国語の知識も必要 

海外展開を行う企業では外国語版のマニュアル作成作業もあり、作成には外国語の知識も必要です。 
 

epiplex Documentor は「簡単 3 ステップ」でマニュアル作成を自動化することにより、これらの問題を

解決する画期的なソリューションです。 
 

epiplex Documentor で簡単 3 ステップマニュアル作成 

 
epiplex Documentor は、PC のアプリケーションを通常操作するだけでその画面と操作を録画するよう

に記録し、マニュアルや手順書として出力するマニュアル作成ツールです。 
 

ステップ 1 
epiplex Documentor を起動し、

マニュアルを作成したいアプリ

ケーションを操作します。 
操作時の画面も操作した内容

も、epiplex Documentor がステ

ップごとに記録します。 
 
 

 
 

ステップ 2 
ステップ 1 で記録した内容から

不要なステップの削除や差し替

え・コメントの追加を行います。 
ステップ 1 で操作を間違えた場

合でも、ここで修正できます。 
 
 
 

 

ステップ 3 
フォーマットを指定して出力し

ます。これで完成です。 
 Microsoft Office 

（Word（doc）、PowerPoint
（ppt）、Excel（xls）） 

 Adobe Acrobat（pdf） 
 HTML(html) 

と多様なフォーマットへの出力

に対応しています。 
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マニュアル作成を助ける機能 

 
 言い回しの統一 

「○○ボタンをクリックする」 
「○○ボタンをクリックしてください」 
といった言い回しを統一します。表現が異なることで生じるユーザの混乱を避けることができます。 

 マルチリンガル対応 
日本語・英語をはじめ 17 ヶ国語でのマニュアル作成に対応しています。これにより外資系・海外展

開企業などの複数言語環境におけるコンテンツ作成が容易になります。 
 デザインテンプレート 

用途に応じた 7 種類のテンプレートが付属しています。追加や編集も可能です。 
 

epiplex Documentor はドキュメント作成に焦点を当てています。そのため、引継ぎ文書や操作手順書な

どのマニュアル作成に関わる立場の方や、従来のマニュアル作成方法を何とかしたいと考える方なら、業

種を問わず幅広くご利用いただけます。 
 epiplex Documentor に関する詳しい情報は、下記 Web サイトをご覧ください。 
 http://www.cybernet.co.jp/epiplex/product/epidoc/ 
 

ライセンス価格 

 
epiplex Documentor はオープンプライスを予定しています。 
詳細につきましては、下記お問い合わせ先までご連絡下さい。 

 

発売記念キャンペーン 

 
epiplex Documentor 発売開始を記念して、期間限定での特別価格キャンペーンを実施します。 
 
キャンペーン期間： 

2009 年 1 月 26 日（月）～2009 年 3 月 25 日（水）受注分まで 
キャンペーン価格： 

 1 ユーザ同時使用ライセンス ： 税込み ¥441,000（税抜き¥420,000） 
 2 ユーザ同時使用ライセンス ： 税込み ¥630,000（税抜き¥600,000） 

※初年度保守料を含みます。 
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エピアンス社について 
1984 年に米国バージニア州にて、業務プロセス改善ソリューションの業務を行うコンサルティング会社

として Guru Inc.を設立し、その後 2001 年に会社名を Epiance Inc.に変更しました。 
2005 年には、より高度な業務プロセス改善ソリューション実現の開発に集中するためにインド・バンガ

ロールに技術拠点を設立し、既存の epiplex 製品に特化した事業の継続とグローバルサポートを展開しま

した。 
エピアンス社は 2007 年 9 月に MBO（経営陣による企業買収）を行い、Epiance Inc.から完全に独立し

た企業体となり、Epiance Software Pvt. Ltd.としての活動を始めています。 
epiplex のアーキテクチャーはフォーチュン 500 社へのコンサルティング業務の経験に基づいて開発さ

れ、現在では政府系・教育・金融の各機関や製造業・IT 分野などにおいて、世界中の企業体に様々な用途

で利用されています。 
エピアンス社に関する詳しい情報については、下記 Web サイトをご覧ください。 
http://www.epiance.com/ 

 

サイバネットについて 

サイバネットシステム株式会社は、科学技術計算分野、特に CAE（註）関連の多岐にわたる先端的

なソフトウェアソリューションサービスの提供を行っております。 

電気機器、輸送用機器、機械、精密機器、教育・研究機関など様々な業種及び適用分野におけるソフ

トウェア、教育サービス、技術サポート、コンサルティング等を提供しております。構造解析、音響

解析、機構解析、制御系解析、通信システム解析、信号処理、光学設計、照明解析、高周波回路解析、

電子回路設計など多様かつ世界的レベルの CAE ソフトウェアを取扱い、様々な顧客ニーズに対応し

ております。 

また、ビジネスプロセスの最適化を実現する各種ソフトウェアの提供やマルチメディア Web 会議システ

ムの実施、個人･企業情報の保護を図る PC セキュリティ管理など、企業活動の高度化に寄与する IT ソリ

ューションの提供をしております。 

サイバネットシステム株式会社に関する詳しい情報については、下記 Web サイトをご覧ください。 

http://www.cybernet.co.jp/  
 

CAE : Computer Aided Engineering の略。コンピュータによる工学的数値解析・シミュレーション 

 

本件に関するお問い合わせ 

サイバネットシステム株式会社 

 

 内容について 

担当部門 IT ソリューション部 

担当／三浦 
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〒101-0022 東京都千代田区神田練塀町３ 富士ソフトビル 

TEL.03-5297-3487 FAX.03-5297-3646 

E-MAIL:epiinfo@cybernet.co.jp 

 

 報道の方は 

広報・IR 室／野口、田端 

〒101-0022 東京都千代田区神田練塀町３ 富士ソフトビル 

TEL.03-5297-3066 FAX.03-5297-3609 

E-MAIL:irquery@cybernet.co.jp 
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